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Ⅰ 新技術の解説  

１ 要旨 

    汚染されたシイタケ原木林の利用再開を目指して、汚染低減手法としてコナラの萌芽更新が行

われている。しかし、更新直後の萌芽枝の 137Cs 濃度は同一林分内でもばらつきが大きく、正確

な推移を把握する上での課題となっている。そこで、伐採後１年目における同一林分内での萌芽

枝の 137Cs 濃度に影響を与える要因を検討した。この結果、土壌の交換性 K と切り株断面積等が

萌芽枝の 137Cs 濃度に影響する可能性が示唆された。 

 

（１）調査地は、田村市都路町の約20 年～30 年生の落葉広葉樹林とし、平成30 年 10 月に伐採

し、令和元年9 月に個体ごとの萌芽枝の 137Cs 濃度及び、交換性 K、交換性 Ca、交換性

Mg、交換性 Na、可給性 P、全炭素、全窒素、EC、CEC、萌芽枝D2H、伐根あたり萌芽枝

数、切り株断面積を測定した。 

（２）伐採１年後の個体ごとにおけるコナラ萌芽枝の 137Cs濃度と土壌の交換性K蓄積量との間

に負の相関関係がみられ(図１)、土壌の交換性Kが萌芽枝の 137Cs移行に強く関与している

との知見と一致したが、ばらつきがみられた。 

（３）萌芽枝 137Csを目的変数とする重回帰分析により、AIC 値が最も低くなるモデルとして選

択された要因の寄与度は、交換性 K が大きく、次いで、切り株断面積であった(表１)。 

   ※ AIC：統計的モデルの予測性の良さを、観測値と理論値の差（残差）を用いて評価する統計量。 

                                                                                                                             

２ 期待される効果 

（１）137Cs 濃度がより低いきのこ原木の生産方法等の開発につながる可能性がある。 

 

３ 活用上の留意点 

（１）萌芽更新木の成長に伴い 137Cs 濃度に影響する要因も変化する可能性もあることから、引

き続き調査が必要である。     
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Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 萌芽枝（幹部）137Cs 濃度と土壌の交換性K 蓄積量の関係 

 

表1  萌芽枝 137Cs 濃度を目的変数とし、多重共線性を除外した     

項目を説明変数としてAIC 値が最低となる要因選択結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   写真１ 伐根部分      
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